

































































































































































































































































































































































































































































































































































は Brüder Grimm. Kinder- und Hausmärchen. Ausgabe letzter Hand mit den Origi-



















































Neuhaus, Stefan: Märchen. Tübingen und Basel２００５．
２４）山君「 曲りの王」『芸文』巻第二，明治３５年８月，４７頁。
２５）発端句と結末句に関しては，Lüthi, Max: Das Volksmärchen als Dichtung. Düssel-
dorf/Köln１９７５，S．６２．
２６）Bluhm, Lothar/Rölleke, Heinz : Redensarten des Volks, auf die ich immer horche“.







３０）Olrik, Axel: Epische Gesetze der Volksdichtung. Zeitschrift für deutsches Altertum

































頁。Lüthi, Max: Es war einmal. Göttingen２００８，S．６４．それでも，やはり残酷に
思う翻訳者や編集者は少なくないようだ。
５０）橋本青雨 前掲書１８５頁。
５１）Rölleke, Heinz: Nachweise. In: Brüder Grimm. Kinder- und Hausmärchen. Ausgabe
letzter Hand mit den Originalanmerkungen. Hrsg. v. Heinz Rölleke．３Bde.
Stuttgart２０１０，Bd．３，S．４８２．
５２）Rölleke, Heinz（Hrsg．）: Kinder- und Hausmärchen. Gesammelt durch die Brüder
Grimm. Vergrößter Nachdruck der zweibändigen Erstausgabe von１８１２ und１８１５．
Göttingen１９８６．３Bde., Bd．３，S．２８f.，Rölleke１９７５S．２４０f．
５３）Schultz, Franz（Hrsg．）: Die Märchen der Brüder Grimm in der Urform nach der
Handschrift. Frankfurt a. M．１９２４．／Lefftz, Joseph（Hrsg．）: Märchen der Brüder
Grimm. Urfassung nach der Originalhandschrift der Abtei Ölenberg im Elsaß，
Heidelberg１９２７．
５４）森於菟 前掲書 ２３７頁。なお，Noguchi １９７７にも父親が手を貸したため非常に洗練
された文章になっているとの指摘がある。Noguchi１９７７，S．１１９f．，２１８．
５５）長島要一『森外の翻訳文学』至文堂，１９９３年，５０頁。
５６）森外「飜譯について」『翻訳文学』河盛好蔵編，角川書店，１９６１年，２２２頁。
５７）長島要一『森外文化の翻訳者』岩波新書，２００５年，７９頁。
５８）大淵知直「異文化間受容とメルヘンの受容――『八ツ山羊』とモラエスをめぐっ
て――」『ヘルダー研究』日本ヘルダー学会，２００１年，第７号，１６３―１８１頁。１６５頁
参照。
５９）柴田流星『お伽草紙 日曜学校話材 第４編』教文館，明治４３年，２４頁。
６０）中山によると，木村は波多野貞之助らの日本語訳を利用したようだが，この変更
も波多野らの訳に由来している可能性がある。中山淳子 前掲書１９０頁，３９６―４００
頁。
６１）木村小舟『教育お伽噺』博文館，明治４１年，１０６頁。
358
６２）野村『グリムの昔話と文学』ちくま文庫，１９９７年，１０９頁。
６３）「鈍太郎物語」川戸道昭／榊原貴教編 前掲書 第４巻，１４０頁。
６４）金田鬼一『まほうのふえ』講談社，昭和２４（１９４９）年，３頁。
６５）明治期に「教育的」に書き換えられた話の例は、中山淳子 前掲書７４―８９頁に詳し
い。
６６）山君「マリア姫」『心の花』第八巻第八，明治３７年１１月，３２頁。
６７）山君「マリア姫」同３４頁。
６８）府川源一郎「アンデルセン童話とグリム童話の本邦初訳をめぐって」『文学』第９
巻・第４号，岩波書店，２００８年，１４０―１５１頁。
